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�
田
畑
の
近
く
で
ア
サ
ガ
オ
類
の

栽
培
を
し
な
い

�
栽
培
し
た
場
合
、
ア
サ
ガ
オ
類

の
種
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
注

意
す
る

■
種
類

●
ア
メ
リ
カ
ア
サ
ガ
オ

　

花
色
は
通
常
の
青

色
の
ほ
か
、
紫
色
、

紅
色
。
中
心
部
は
白

色
。
葉
は
、
通
常
深
い
切
れ
目
が

あ
り
、
３
つ
に
分
か
れ
て
い
る
。

分
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
マ
ル
バ

ア
メ
リ
カ
ア
サ
ガ
オ
と
言
う
。

●
マ
メ
ア
サ
ガ
オ

　

花
は
直
径
が
２
㎝

前
後
の
白
色
で
、
形

は
ロ
ー
ト
形
。
葉
は

先
の
と
が
っ
た
ハ
ー
ト
形
。

●
ホ
シ
ア
サ
ガ
オ

　

花
は
直
径
が
２
㎝

前
後
の
薄
ピ
ン
ク
色

で
中
心
部
は
深
紫
色
、

形
は
星
形
ま
た
は
ロ
ー
ト
形
。
葉

は
先
の
と
が
っ
た
ハ
ー
ト
形
。

●
マ
ル
バ
ル
コ
ウ

　

花
は
直
径
が
２
㎝

前
後
の
朱
赤
色
で
中

心
部
は
黄
色
、
形
は

ロ
ー
ト
形
で
五
角
形
。

帰
化
ア
サ
ガ
オ
類
は
雑
草
で
す
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●
実
施
日　

個
人�
　

月
７
日�

１０

団
体�
　

月　

日�
・　

日�
・

１０

１６

２１

　

日�
・　

日�

２３

３０

●
見
学
施
設　

個
人�
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
、
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、
北
部
浄
水
場
、
北
部
調
理

場
、
わ
く
わ
く
セ
ン
タ
ー
、
丈
山

苑
な
ど

※
見
学
施
設
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
市
役
所
西
会
館
集
合
・
解
散
。

団
体�
出
発
場
所
や
希
望
施
設
を

そ
れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
ま
す
。

●
定
員　

各　

人（
個
人
コ
ー
ス

２５

は
申
し
込
み
が　

人
以
下
の
場
合

１０

は
中
止
）

※
乳
幼
児
の
同
伴
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

●
参
加
費　

個
人�
　

円（
給
食

２３５

試
食
代
）と
施
設
入
場
料　

団
体

�
見
学
施
設
に
よ
っ
て
入
場
料
が

必
要

●
申
し
込
み　

個
人�
８
月　

日
１０

�
〜　

日�
午
前
９
時
〜
午
後
５

１４

時　

分
に
電
話
で
秘
書
課
広
報
広

１５
聴
係
へ（
先
着
順
）

団
体�
は
が
き
に
希
望
日（
第
１

希
望
・
第
２
希
望
）、団
体
名
、
代

表
者
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

見
学
希
望
施
設
名
を
記
入
し
、
８

月　

日�
（
必
着
）ま
で
に
同
係

１４

（
〒　�
８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）

４４６
へ※

希
望
日
が
重
な
っ
た
場
合
は
抽

せ
ん
。

■問
 

▼
秘
書
課
広
報
広
聴
係

（�
〈　

〉２
２
０
２
）

７１

■問
 

▼
農
務
課

（�
〈　

〉２
２
３
３
）

７１

●
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
事
件
・

事
故
の
防
止

�
一
緒
に「
こ
ど
も　

番
の
家
」の

１１０

場
所
を
確
認

�
出
か
け
る
と
き
は
必
ず
行
き
先

を
告
げ
さ
せ
る

�
川
な
ど
で
は
水
遊
び
を
さ
せ
な

い
。
見
か
け
た
ら
注
意
を

●
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す
い

犯
罪
の
防
止

�
人
通
り
が
多
い
明
る
い
道
を
通
る

�
後
ろ
か
ら
近
づ
い
て
く
る
自
転

車
や
バ
イ
ク
な
ど
に
は
注
意
を

払
う

�
荷
物
は
車
道
と
反
対
側
に
持
つ

�
自
転
車
の
前
か
ご
に「
防
犯
ネ

ッ
ト
」を
取
り
付
け
る

●
自
転
車
盗
、
自
動
車
関
連
窃
盗
、

住
宅
侵
入
盗
の
防
止

�
自
転
車
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク（
カ
ギ

を
２
つ
か
け
る
）に
す
る

�
車
両
か
ら
離
れ
る
と
き
は
短
時

間
で
も
カ
ギ
を
か
け
る

�
短
時
間
の
外
出
で
も
カ
ギ
を
し

っ
か
り
か
け
る

�
地
域
ぐ
る
み
で

「
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
」運
動

を
広
げ
る

■問
 

▼
市
民
安
全
課

（�
〈　

〉２
２
１
９
）

７１

８
月
１
日�
〜

日�
１０

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
市
民
運
動

市
の
施
設
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

「
施
設
め
ぐ
り
」参
加
者
募
集

広報あんじょう　2009.8.1�

朝夫が行く⑪�
ゆ�
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●
応
募
資
格　

住
所
を
有
す
る
市

町
村
の
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
な
ど

●
提
供
部
数　

６
万
９
０
０
０
部

●
提
出
書
類　

①
申
込
書　

②
法

人
登
記
に
係
る
現
在
事
項
全
部
証

明
書（
個
人
事
業
主
の
場
合
は
住

民
票
の
写
し
）　

③
住
所
を
有
す

る
市
町
村
の
市
町
村
税（
法
人
ま

た
は
個
人
）
の
納
税
証
明
書　

④
会
社
概
要（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
）

※
①
は
経
営
管
理
課
、
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
証
明
書

な
ど
は
発
行
日
か
ら
３
か
月
以

内
の
も
の
。
提
出
さ
れ
た
書
類

は
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み　

８
月
１
日�
〜　
３１

日�
（
必
着
）午
前
８
時　

分
〜
午

３０

後
５
時（�
�
を
除
く
）に
持
参
・

郵
送
で
経
営
管
理
課（
〒　

－

８

４４６

５
０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

伸
び
悩
む　
　
　
　
　

「
ご
み
減
量　

％
」

２０

　
「
ご
み
減
量　

％
」が
伸
び
悩

２０

ん
で
い
ま
す
。
市
民
一
人
当
た

り
の
焼
却
ご
み
量
を
、
基
準
年

の
平
成　

年
と
比
較
す
る
と
、

１７

事
業
ご
み
は　

・
７
％
減
で
、

１９

ほ
ぼ
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す

が
、
家
庭
ご
み
は
９
・
２
％
減

で
、
ま
だ
道
半
ば
。
し
か
も
、

今
年
度
に
入
っ
て
減
量
ペ
ー
ス

が
伸
び
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
ご
み
が
大
き
く
減
っ
た

の
は
、
処
理
手
数
料
の
引
き
上

げ
と
分
別
不
徹
底
ご
み
の
引
き

取
り
拒
否
の
成
果
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、

紙
類
や
布
類
の
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
の
収
集
、
生
ご
み
処
理

機
の
補
助
拡
充
な
ど
の�
し
く

み�
は
つ
く
り
ま
し
た
が
、
事

業
ご
み
の
よ
う
な
強
い
行
政
指

導
が
難
し
く
、
市
民
一
人
ひ
と

り
の
自
主
的
な
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
取
り
組
み
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
た
め
、
行
政
と
し

て
は�
手
詰
ま
り�
状
態
で
す
。

　

先
月
、
ご
み
減
量
推
進
委
員

会
の
市
民
有
志
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
、
可
燃
ご
み
の
組
成
分

析
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。
�
燃

や
せ
る
ご
み
袋�
で
出
さ
れ
た

も
の
を
手
作
業
で
再
分
別
し
て

い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
が
左
上

写
真
で
す
が
、
純
粋
な
可
燃
ご

み（
実
線
）は
ご
く
わ
ず
か
。
生

ご
み
や
木
を
除
い
て
も
、
体
積

で
見
る
と
ほ
と
ん
ど
が
リ
サ
イ

ク
ル
可
能
な�
資
源�
（
点
線
）で

す
。

　

重
さ
で
分
析
し
た
の
が

右
下
グ
ラ
フ
で
す
。
生
ご

み
も
含
め
て
リ
サ
イ
ク
ル

を
徹
底
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
一
人
当
た
り
の
可
燃

ご
み
の
量
が
市
民
平
均
の

　

分
の
１
だ
と
聞
き
ま
す
。

１０
　

減
量
の
伸
び
悩
み
の
原

因
は
、
�
心
あ
る
市
民�
と

�
無
関
心
市
民�
の
二
分
化

に
あ
る
、
と
考
え
て
い
ま

す
。
ど
う
し
た
ら
、
ご
み

減
量
に
無
関
心
な
市
民
に
、
関

心
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
た
だ

け
る
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に�
ご
み
処
理�
は
行
政

の
仕
事
で
す
し
、
減
量
や
分
別

は
面
倒
で
す
。
し
か
し
、
減
量
・

分
別
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
方
々
、
さ
ら
に

は「
ご
み
減
量
金
メ
ダ
ル
ク
ラ

ブ
」の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
の

よ
う
に
手
弁
当
で
啓
発
に
汗
を

か
い
て
く
れ
て
い
る
方
々
も
い

ま
す
。

　

地
域
社
会
の
た
め
に
努
力
を

し
て
い
る
人
と
そ
う
で
な
い
人

が
、
社
会
に
対
し
て
同
じ
負
担

し
か
負
わ
な
い（
あ
る
い
は
、

心
あ
る
人
が
た
だ
汗
を
か
い
て

い
る
だ
け
）と
い
う
の
が
、
果

た
し
て�
公
正
な
社
会�
と
い
え

る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

副
市
長（
環
境
政
策
担
当
）

山
田　

朝
夫

■問
 

▼
経
営
管
理
課

（�
〈　

〉２
２
０
５
）

７１
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●
ア
ド
レ
ス
�

h
ttp
://w

w
w
.a

n
-m
its
u
.jp
/ko
s
o
d
a
te
/

■問
 

▼
子
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

（�
〈　

〉２
２
２
９
）

７１

※排出者のプライバシーは厳守しています。�

可燃ごみ組成分析結果（重さ）

生ごみ�
53.5％�紙類�

24.9％�
紙類�
24.9％�

プラスチック�
8.2％�

布類�
6.9％�

草木�
5.2％�

不燃物�
0.5％�

その他�
0.8％�

子
育
て
総
合
情
報
サ
イ
ト

「
あ
ん
じ
ょ
う
子
育
て
i
n
f
o
」

広
告
入
り「
広
報
あ
ん
じ
ょ
う
」保
存

用
フ
ァ
イ
ル
の
提
供
事
業
者
募
集


